
●
世
界
遺
産
「
春
日
集
落
と
安
満
岳
」「
中
江
ノ
島
」
に
つ
い
て

●
奥
平
戸
観
光
に
つ
い
て

●
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
状
況
と
本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
　

長
崎
Ｉ
Ｒ
は
、
多
種
多
様
な
物
品
調

達
や
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
な
ど
、
地
域
経
済

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
本
市
に
お
け

る
農
産
物
及
び
水
産
物
を
含
む
食
材
を
い

か
に
Ｉ
Ｒ
及
び
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
売
り

込
む
か
が
重
要
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
各
地
特
産
品
の
売
り
込
み
を
有
利
に
展

開
す
る
た
め
、
早
め
の
取
組
と
行
政
、
農
協
、

漁
協
、
商
工
会
議
所
等
の
多
岐
に
わ
た
る

供
給
体
制
確
立
が
必
要
と
考
え
る
が
、
行

政
と
し
て
の
今
後
の
取
組
つ
い
て
尋
ね
る
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

昨
年
12
月
に
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
の
パ
ー
ク
内
に
あ
る
約
40
店

舗
の
飲
食
店
を
統
括
す
る
担
当
部
長
と
農

水
産
物
の
使
用
に
向
け
た
商
談
を
行
う
な

ど
、Ｉ
Ｒ
内
の
ホ
テ
ル
取
引
に
向
け
た
宣
伝

に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
に
つ
い
て
も
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

農
林
水
産
部
長　

農
林
水
産
物
の
売
り
込

み
に
関
し
て
は
、
販
路
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
り
、
農
協
や
漁
協
な
ど
の
各
生
産

団
体
が
主
体
と
な
り
各
方
面
か
ら
の
情
報

収
集
に
努
め
、
各
生
産
団
体
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
今

後
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　

２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
の
た
め
、
環
境
省

が
CO２
排
出
量
に
応
じ
て
企
業
に
税
負
担
を

課
す
炭
素
税
を
近
年
、
本
格
的
に
導
入
し

て
い
く
方
向
。
平
戸
市
に
お
い
て
も
企
業

が
苦
し
む
未
来
と
な
り
経
済
活
動
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
る
事
態
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
そ
こ
で
現
在
、
地
域
か
ら
回
収

し
た
食
用
油
の
廃
油
か
ら
バ
イ
オ
燃
料
を

製
造
し
純
度
の
上
で
日
本
一
と
な
っ
た
企

業
が
平
戸
に
あ
る
。
こ
れ
を
CO２
削
減
に
向

け
て
事
業
と
し
て
使
わ
な
い
手
は
な
い
と

思
う
。
地
球
に
優
し
く
地
域
に
よ
る
持
続

可
能
な
資
源
、
循
環
型
の
地
産
地
消
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
バ
イ
オ
燃
料
利
用
提
案
に

つ
い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

こ
れ
ま
で
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ

て
い
た
一
般
家
庭
や
飲
食
店
な
ど
で
使
用

さ
れ
た
廃
食
油
が
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
の
主
原
料
で
あ
る
の
で
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
古
紙
類
の
再
資
源
化
と
同
様
、

地
域
内
の
資
源
と
し
て
回
収
し
て
、
地
域

内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
有
用
で
あ

り
、
市
民
や
事
業
者
の
取
組
と
し
て
も
期

待
し
て
い
る
。
今
後
も
情
報
収
集
を
行
い

事
業
者
や
関
係
各
所
と
連
携
し
な
が
ら
引

き
続
き
バ
イ
オ
燃
料
を
公
用
車
で
の
使
用

継
続
、
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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大
村　

謙
吾
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

   　
春
日
の
棚
田
保
全
の
現
状
と
存
続
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

農
林
水
産
部
長　

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
や
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
を
策
定
し
保
全
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

山
岳
信
仰
の
対
象
が
安
満
岳
で
あ
る

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
の
目
的
に
つ
い
て
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

交
流
人
口
の
増
加

な
ど
目
的
に
開
催
を
し
て
い
る
。
駐
車
場

の
関
係
な
ど
も
あ
る
た
め
、
棚
田
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

中
江
ノ
島
の
上
陸
の
状
況
を
尋
ね
る
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

信
教
行
事
や
研
究

者
、
各
種
取
材
を
目
的
と
し
た
上
陸
は
地

権
者
と
協
議
し
了
解
を
得
た
上
で
容
認
。

観
光
客
や
市
民
の
上
陸
は
行
っ
て
い
な
い
。

市
長　

世
界
遺
産
の
価
値
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
国
の
支
援
等
も
活
用
し
施

設
・
事
業
・
体
制
の
充
実
を
進
め
た
い
。

　
　
「
志
々
伎
山
周
辺
」及
び「
上
段
の
野
」

の
設
備
や
管
理
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

志
々
伎
山
登
山
道

ロ
ー
プ
は
市
が
材
料
支
給
、
自
治
会
が
設

置
後
、
定
期
的
な
安
全
管
理
を
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
の
設
置
計
画
は
な
い
。
登
山
客
状

況
等
も
含
め
環
境
省
や
県
へ
報
告
を
行
い

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
へ
の
意
見
聴
取

に
努
め
る
。
上
段
の
野
は
平
成
９
年
の
整

備
事
業
後
、
国
・
県
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
。

市
長　

奥
平
戸
観
光
は
観
光
客
の
滞
在
時

間
を
長
く
し
、
平
戸
の
歴
史
を
よ
り
深
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
重
要
。
地
域
と

連
携
し
、
価
値
を
共
有
し
て
維
持
管
理
を

継
続
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
た
い
。

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
上
位
県
と
本
県
と

の
違
い
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

意
見
交
換
を
重
視
し
た
探
求
型

授
業
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

家
で
学
校
の
復
習
を
す
る
子
供
の
割
合
が

９
割
を
超
え
、
全
国
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
こ
と
。
１
日
２
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
が
、
全
国
と

比
べ
約
10
％
低
い
と
い
う
こ
と
も
要
因
の

一
つ
。
高
い
学
力
は
、
学
校
教
育
と
家
庭

で
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
学
習
に
対
す

る
意
識
、
地
域
の
協
力
な
ど
、
様
々
な
基

盤
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

全
て
の
学
年
の
学
力
を
分
析
し
、

教
師
の
授
業
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
活
用
し
、「
主
体
的
、対
話
的
、

深
い
学
び
」
に
な
っ
て
い
る
か
、
授
業
改

善
を
積
み
重
ね
、
ひ
と
り
一
人
の
学
び
に

向
か
う
力
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
る
。

山
内　

貴
史
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

●
長
崎
Ｉ
Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
誘
致
に
お
け
る
平
戸
市
の
現
状
と
取
組
み
に
つ
い
て

●
環
境
保
全
に
お
け
る
CO２

削
減
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て

　
（
バ
イ
オ
燃
料
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
）

QQQQ
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各議員の　　　から一般質問の録画中継をご覧いただけます。QRQRQRQRQR

　国会及び政府におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に
教育行攻を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　記

　１．中学校・高等学校での 35 人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級につい
　　て検討すること。

　２. 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増など
　　教職員定数改善を推進すること。

　３．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持し、国庫負
　　担割合を２分の１に復元すること。

　　　令和４年６月 17 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県平戸市議会

　　　（提出先）　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

ゆたかな学びの実現・教職員定数の改善と
義務教育国庫負担制度の堅持を求める意見書

～緑のカーテン～
　平戸市では、2050年までの二酸化炭素排出量実質ゼロを目指し、これまでに「CO2排出ゼロ都市
宣言(※1)」「ゼロカーボンシティひらど(※2)」を表明しており、地球温暖化対策に向けた取組み
を実践しています。
　市議会でも、今年、この取組みの一環である「緑のカーテン」事業に参画し、市役所4階(議会フ
ロア)の談話室外にゴーヤとヘチマの苗を植栽しました。

※１　CO2 排出ゼロ都市宣言 ( 平成 26 年 9月 )
※２　" ゼロカーボンシティひらど "の表明 ( 令和 2年 4月 )
　　　国際社会の一員としてさらなる CO2 削減に取り組む決意を改めて表明

十分に葉が茂った緑のカーテンは、室内への日射の熱エネル

ギーを約 80％カットするほか、葉の蒸散作用により放射熱

を抑制するなどの効果があります。 　　　出典：環境省HP
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